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第58回

極限環境の生態人類学――“生きにくい”環境を豊かに生きる
2010 年 1 月 30 日

人間は遺伝的に規定されていない領域が広いという意味で、大きな可能性を持つ生き物だ。今回の例

会では、厳しい自然環境に生きる人々の暮らしをとりあげた。ただし、「厳しい」というのは、外部者

が抱くイメージでしかないかもしれない。またこのようなテーマには、「（人の手で汚されていない）大

自然」のなかで「先祖代々受け継いできた知恵」によって生き抜いてきた人々といったイメージがつい

てまわる。しかし、人間は過去においても生態系にさまざまな影響を及ぼしながら暮らしてきたし、先

人の知恵を受け継ぎながらも変化しつづけてきた。

池谷和信氏（国立民族学博物館）

「乾燥地と人類―アフリカからの視点」は、乾燥地への人類の適応を、2地域の狩猟採集民を比較し

ながら論じた。カラハリ砂漠では、野生スイカの生育密度が非常に高く、狩猟採集民サンにとって重要

な水分源となっている。サンは、スイカから水を取り出して利用することもある。スイカに灰を加え、

果肉を溶かし、水を得る。栽培スイカも利用している。また農耕民から預かりヤギを飼育しているが、

ヤギの水分補給には、スイカに加え、人間が食べられないイモの仲間を与えている。

マダガスカル南西部の森林では、4～ 10 月の乾季に水が全く得られなくなる。狩猟採集民ミケアは、

バブー（Babo）というイモをすりおろし、濾過して、水を得る。このバブーは個人で採集することもあ

るが、基本的には集落で採集して牛車で大量に運ぶ。彼らの由来については、相当古くからの住民とい

う説以外に、17 世紀以降に政治的な理由でこの地へ避難してきたという説もある。ところで、過去数

十年に移住民による焼畑などで森林が縮小しており、農耕依存型の生活に移行している集落もある。

これらの事例から、スイカ類やイモ類から水分を得る技術が、居住可能な地域を広げたことが示唆さ

れる。栽培植物や家畜の利用からは、狩猟採集民の乾燥地への適応に、農耕民との関係が重要な役割を

果たしている可能性が読み取れる。

高倉浩樹氏（東北大学）

「微妙な寒さを利用する！　極北での飲料水と漁業活動」は、寒冷地での人類の生活のありかたの特

徴を論じた。東シベリアの冬は、気温零下 60 度に達する。ここに暮らすサハ人（10 ～ 13 世紀以降に内

陸アジアからレナ川中流へ、17 世紀頃さらに北へ移動してきた）は、馬・牛飼育や狩猟・漁撈を生業とする。

10 月末～ 11 月初め、気温が零下 20 度に下がる頃に、いくつか重要な生業活動がある。半年間乳を

飲んで育ち、冬に越すためによく肥えたヤクートウマの仔馬を、この時期にまとめて屠畜する。屠畜後
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すぐに凍ることが重要で、日中の外気温が零下 20 度になる必要がある。

またこの時期、氷が 20 ～ 25cmの厚さになるのを見計らって氷取りをする。この厚さであれば、人

が乗っても割れないが、斧で割ることができる。必要に応じて飲料水として利用する。同時期に、氷に

穴をあけて漁も行う。複数の穴から棒を差し込んで網を動かしていく氷下地曳網漁や、穴から梁をいれ

て仕掛けておく氷下梁漁がある。

寒さは適切に利用できれば、食糧保存などにむしろ有利であり、とくに水分が氷となることでその性

質―加工が可能、運搬が容易、移動の場となる―を活用できるようにもなる。また、気温の変化に伴い、

家畜や氷‐水の状態も変化していくため、それをタイミング良く利用することが重要である。

市川光雄氏（京都大学）

「熱帯雨林は人類にとって生きにくい環境か？」は、熱帯雨林につきまとう負のイメージは、近代人

によってつくられたと指摘した。人類学者も、熱帯雨林のバイオマスのうち人間が利用できるものはご

くわずかで、交易で得られる農作物なしには狩猟採集民は生活できないのではないか、という仮説を提

出している。

Yasuoka（2007）は、カメルーン南西部の森林での調査から、この仮説に明確な反証を与えた。果物

がなく森林食物が乏しいと考えられてきた乾季に、バカ・ピグミーは 2～ 3ヶ月間も野生食物だけに依

存して生活していた。そして一年生ヤムが、摂取エネルギーの約 6割を占めていた。この一年生ヤムは、

森林内のギャップの一部でのみ群落を形成しており、そのヤム群落は集落跡や森林キャンプのそばと

いった人為の影響を受けてきた場所に存在していた。

アフリカ熱帯雨林の主要な食用植物は、二次林的環境を好むものが多い。そして人間は、集落やキャ

ンプの形成、焼畑などにより、明るい環境をつくりだしてきた。さらに、そこに食用植物を運ぶことで

散布を助け、生活して食べ残しや糞尿を廃棄することで養分供給を助けてきた。

20 世紀以降に政策的な集住が進んだが、かつては熱帯雨林のなかに集落が広がっていたことが分かっ

ている。現在の衛星画像でも、森林のなかに集落跡の二次林パッチが見てとれる。またコンゴ共和国や

カメルーンの森林土壌から、焼畑が行われていたことを示唆する最古で 2600 年前の炭化物層が発見さ

れている。農耕を含め、古くからの人為の影響が、森林の食用植物の生育を促すことで、狩猟採集生活

に適した環境をつくりだしてきたといえよう。

市川氏は最後に、現在の木材伐採区域の設定において、歴史的な森林利用・慣習的権利は無視されが

ちで、森林の住民の生活が脅かされていることを説明した。

総合討論では、コメンテーターの田中耕司氏（京都大学）が、東南アジアでの研究経験に照らして 3

つの疑問をあげた。

1）�各環境への適応について、人類史レベル、（特定の）技術の導入レベルでの時間スケールは？　そ

こに暮らしてみての感想は？
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高倉氏は、5万年前に人類は北緯 60 度まで到達したと考えられていること、サハ人は数百年前に移

動してきた牧畜民であり、道具と技術による適応が観察しやすいことを述べた。発表では触れなかった

がトナカイの存在や毛皮の衣服への利用が極地への適応に重要であること、牧畜と狩猟という生業はよ

く入れ替わることなども指摘した。高倉氏は、零下 20 度くらいが好きだという。

2）池谷氏や高倉氏は、水を取りだす技術を説明したが、利用については？

高倉氏は、水利用というより氷利用が発達していると答えた。池谷氏は、料理にやはり水がほしい時

があることに触れた。また菅原和孝氏（京都大学）の質問にも答えて、岩盤の露出部にできる溜り水の

利用を説明した。サンのそれぞれの集団は、特定の溜り水を利用する権利を持っている。ただし、厳し

く排他的な権利ではない。溜り水は不安定で、年によっては他集団の溜り水に頼らなければならない。

最近、ダチョウの卵の殻で掬って、溜り水をドラム缶に移して保存する（水を囲い込む）動きがみられるが、

その影響はまだよく分かっていない。

3）外圧への対応に多様性はないのか？

市川氏はこれに関連して、社会の実体と近代法の齟齬を説明した。狩猟採集民が利用している森林で

も、農耕民は狩猟採集民にその森林を使わせてやっているとするなど、慣習的権利が重層していること

がある。このような森林が開発の対象となったとき、森林に対する権利をもつ主体は誰なのか？　先住

民の権利が法律に明記されはじめている。しかし、伐採権見直しの会合に出席する代表者を立てように

も、代表者を選ぶシステムを持っていない集団も多い。いきおい、字が書ける、フランス語が分かると

いった基準で選ぶことになる。そして、都市にでて代表を務める人と、田舎に残る人たちという差がで

てくる。

生態人類学の中心テーマは、過去半世紀に、生態、歴史、政治経済と変遷してきた。これが流行の移

り変わりではなく、理論の発達とともに視点の広がりを生み出したことが、発表にはっきりと示されて

いた。多角的な理解のありかたは、学問の発展に有効な方法論ともなり、社会問題を解きほぐす道具と

もなる。いまこそ自由に問題を設定し、それに取り組むことができるのではと感じた。それは同時に、個々

の視点の質、切り口の鋭さが問われるということでもあろう。

小泉　都（総合地球環境学研究所）


